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Research Abstract

当研究室では、貧⾎の病態の1つとして知られているエリスロポエチン(erythropoietin ; EPO)低反応性に関与する可能性のある新規因⼦として、貧⾎患者の⾎清
中に内因性の抗EPO受容体抗体を同定した。また、前年度までの臨床的検討から、ELISA法による抗EPO受容体抗体の吸光度の⼤きさと患者⾻髄中の⾚芽球や網⾚
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⾎球数と相関を認めたことより、同抗体が貧⾎の病態形成に関与することが⽰唆された。そこで今年度は、抗EPO受容体抗体の⽣物学的特性を明らかにする⽬的
で、さらなる⽣化学的検討に取り組んだ。 
1)⾎清からの抗体の精製 
はじめに、健常⾎清、疾患コントロール⾎清および抗EPO受容体抗体陽性の患者⾎清の精製を⾏った。⾎清をろ過した後に、IgGおよびIgM画分をアフィニティク
ロマトグラフィーで精製した。さらに、精製した低濃度の抗体は膜濃縮器を⽤いて濃縮した。 
2)抗体の特異性の検証 
上記により精製した抗体画分を⽤い、抗EPO受容体抗体と膜結合EPO受容体の特異的結合を検討した。まずEPO受容体を発現しているヒト⽩⾎病細胞株であるAS-
E2の膜画分のライセートを作成した。次に精製したIgGまたはIgM抗体を加え、Protein A-sepharoseまたは抗ヒトIgM-sepharoseを⽤いて免疫沈降を⾏った。引
き続きウェスタンブロッティングで確認した。その結果、抗EPO受容体抗体が陽性の検体では、ヒトFPO受容体の分⼦量に相当する場所にバンドを認めた。この結
果より、抗EPO受容体抗体は細胞膜上のEPO受容体と結合することが⽰唆された。 
3)EPO依存性細胞株の増殖抑制試験 
次に、抗EPO受容体抗体のEPO依存性の細胞株の増殖に及ぼす影響を検討した。ここで⽤いた細胞はEPOおよびSCFで増殖することが知られているAS-E2細胞であ
る。AS-E2細胞をEPOまたはSCF、および精製した抗体存在下に培養し、培養後の⽣細胞数を測定した。その結果、抗EPO受容体抗体が陽性の⾎清から精製した
IgGおよびIgM検体はEPO依存性のAS-E2細胞の増殖を容量依存性に抑制することが判明した。なお、正常対照や疾患コントロールの抗体はAS-E2の増殖を抑制し
なかった。以上の結果より、抗EPO受容体抗体の⽣物学的活性が⽰唆された。 
以上より、ELISAで検出された抗EPO受容体抗体のEPO低反応性を伴う貧⾎との関連が⽰唆された。
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